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Ⅰ　はじめに
　近年、わが国においても専門職者の能力を高める
ことを可能にするリフレクションについて関心が高
まっており1）、看護学領域においても2000年頃より
リフレクションに関する実践報告や研究報告がみら
れるようになってきている2）。リフレクションは、
自らの経験を振り返り確かめるプロセスであり、そ
の意義から看護継続教育や看護基礎教育において看
護職としての能力の向上に向けて取り入れられてい
る3）。一方で、看護教育を担当する看護教員・指導
者においても、自らの経験を振り返り確かめるプロ
セスは看護教員・指導者としての能力の向上に重要
であると考えられる4）。
　そこで、これまでの国内の看護におけるリフレク
ションの文献を概観しその動向をとらえ、その中で
看護教員・指導者のリフレクションに関する文献を
レビューすることで、その現状を明らかにし、今後
の研究課題の示唆を得ることを目的とした。

Ⅱ　研究目的
　看護におけるリフレクションに関する国内文献の
動向をとらえ、その中から看護教員・指導者を対象
とした文献をレビューすることで、リフレクション
に関する研究の現状と課題を明らかにする。

Ⅲ　研究方法
１　文献抽出の方法
　対象文献の検索は、医学看護学文献情報データ
ベースである医学中央雑誌Web版Ver.５を用い、
2016年２月25日に実施した。キーワードは「リフレ
クション」and「看護」とし、研究の動向をとらえ
るために、検索期間は1998～2015年とした。論文の
種類はすべてを対象とした。論文の種類を限定せず
に、すべての論文を対象としたのは研究全体の動向
を知るためである。
　得られた文献総数は536件であった。その内「看
護教員・指導者」を対象とした文献は144件であっ
た。

総　説

看護におけるリフレクションに関する国内文献の検討
－看護教員・指導者を対象とした研究に焦点をあてて－

永井　睦子1）

要　旨
　看護におけるリフレクションに関する国内文献の動向をとらえ、その中から看護教員・指導
者を対象とした文献をレビューすることで、リフレクションに関する研究の現状と課題を明ら
かにすることを目的とした。医学中央雑誌Web版Ver.５を用い、キーワードを「リフレクショ
ン」and「看護」として、1998～2015年の検索期間で得られた文献総数は536文献であり、原著
論文145件(27.1%)、会議録228件(42.5%)、解説・特集163件(30.4%)であった。「看護教員・指導
者」を対象とした文献は144件で、原著論文23件、会議録96件、解説・特集25件であり、会議録
が多かった。原著論文23件のうち、リフレクションについての定義がないものが12件、８件は授
業リフレクションと定義していた。看護教員・指導者としての自己の気づき、授業改善の手が
かりなど、重要な知見が得られていた。今後は研究知見を教育実践に活用し、定義を明確にし
てリフレクションに関する研究を継続していくことが課題と考えられた。

キーワード：看護　リフレクション　看護教員　指導者　文献



― 10 ―

２　分析方法
　検索したすべての文献を、発行年ごとに集計し年
次推移をみた。次に、論文の種類・研究対象により
分析した。
「看護教員・指導者」を研究対象とした文献におい
ては、文献の種類、出典により分類した。また、
「看護教員・指導者」を研究対象とした文献のう
ち、原著論文については、著者、発行年、タイト
ル、出典、研究目的、リフレクションの定義、研究
対象、データ収集方法、分析方法、結果について整
理し分析した。

３　倫理的配慮
　文献研究であるため、文献の論旨に沿って読み取
ることに配慮する。
　
Ⅳ　結果
１　文献数の年次推移
　文献数の年次推移は、図１に示した。1998年の１
件から徐々に増加し、2000年以降10件前後、2007年
からは30件と増加していた。また2011年以降は50件
以上の文献があり、2014年85件、2015年61件であっ
た。
　文献を原著論文、会議録、解説・特集の３種類に
わけて、文献種類別の年次推移をみたものを、図２
に示した。
　文献の種類別数は、図３に示した。原著論文145
件（27.1%）、会議録228件（42.5%）、解説・特集
163件（30.4%）であった。
　研究対象別の文献数は、図４に示した。看護師
を対象としたもの250件（46.6%）、「看護教員・指
導者」を対象としたもの144件（26.8%）、学生を対
象としたもの130件（24.3%）、文献を対象としたも
の９件（1.7%）、患者・家族を対象としたもの３件
（0.6%）であった。
　研究対象別の文献の種類別数は、図５に示し
た。看護師を対象とした文献は、解説・特集が109
件（43.6%）、会議録80件（32.0%）、原著論文61
件（24.4%）であった。「看護教員・指導者」を
対象とした文献は、会議録96件（66.7%）、解説・
特集25件（17.4%）、原著論文23件（16.0%）で
あった。学生を対象とした文献は、原著論文59件
（45.4%）、会議録47件（36.2%）、解説・特集24件
（18.5%）であった。
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   図 5 研究対象別・論文種類別文献数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 6 研究対象別の文献数年次推移 
 

 
    図 7 看護教員・指導者対象の文献の種類 
 

 
   図 8 看護教員・指導者対象の文献の出典 
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　研究対象別文献数の年次推移は、図６に示した。
看護師を対象とした文献は2010年以降急激に増加し
ていた。「看護教員・指導者」を対象とした文献は
2007年19件、2009年25件であった。

２　看護教員・指導者を研究対象とした文献
　「看護教員・指導者」を研究対象とした文
献の種類別数は、図７に示した。原著論文23件
（16.0%）、会議録96件（66.7%）、解説・特集25件
（17.4%）であった。
　「看護教員・指導者」を研究対象とした144件
中、論文のタイトルに「リフレクション」というこ
とばを含むものは139件（96.5%）であった。また、
会議録96件のうち論文のタイトルに「授業リフレク
ション」ということばを含むものは76件（全体の
52.8%、会議録の79.2%）であった。
　「看護教員・指導者」を研究対象とした文献の出
典は、図8に示した。学会誌101件（70.1%）、商業
誌26件（18.1%）、紀要14件（9.7%）、医療系団体
誌３件（2.1%）であった。

３　看護教員・指導者を研究対象とした原著論文
　「看護教員・指導者」を研究対象とした原著論文
の著者、発行年、タイトル、出典、研究目的、リフ
レクションの定義、研究対象、データ収集方法、分
析方法、結果について、その研究の概要を、表１
に示した。論文の発行年は1998年から2014年までで
あった。
　分析対象となった23文献のタイトルに「リフレク
ション」ということばが含まれているものは18件で
あった。また、「授業リフレクション」と表されて
いるものは９件であった。
　出典は看護大学・看護短期大学・看護専門学校の
紀要が16件、看護系学会誌３件、商業誌３件、医療
系団体誌1件であった。
　研究の概要から、研究目的、リフレクションの定
義、リフレクションの内容、データ収集方法、分析
方法、結果について読み取りまとめたものを、表２
に示した。
　原著論文23件の研究目的は、教員の経験を明らか
にする14件、役割を構造化する２件などであった。
リフレクションの定義がないもの12件、定義がある
もの11件であり、定義があるもののうち８件は授業
リフレクション（授業研究方法）と定義していた。

　リフレクションの内容は講義法の授業９件、実習
指導８件、研修４件などであった。
　データ収集方法は、自由記述８件、カード構造化
法５件、半構成的面接・インタビュー４件、事例２
件、内観記録２件などであった。23件のうち22件が
質的データ収集であった。
　分析方法は、内容の類似性でカテゴリー化したも
の９件、カード構造化法５件、記述内容の整理４件
などであった。
　研究結果では、それぞれの研究目的に応じた結
果が示されていた。看護教員・指導者としての自
己の気づきがのべ８件、授業改善の手がかりがのべ
７件、授業リフレクションの重要性・意義がのべ５
件、経験を意味づけるがのべ４件、看護教員と実習
指導者の変化・成長がのべ４件、看護教員としての
役割・意識の向上がのべ３件、などであった。
　
Ⅴ　考察
１　文献数の年次推移・文献の種類からみえてきた

現状
　1998～2015年の看護におけるリフレクションに関
する文献は、1998年に１件であったが、2007年から
は30件と増加し、2011年以降は50件以上の文献がみ
られており、全体として増加傾向にあることがわ
かる（図１）。また、文献の種類としては、会議録
が全体の42.5%と最も多かった（図３）。2007年に
文献数が34件と増加したのは会議録が前年に比べる
と約３倍に増えていることが理由と考えられる（図
２）。リフレクションに関する研究が、看護系学会
等で発表数が増加したことがわかる。2011年以降は
毎年20～30件の会議録があることから、看護におけ
るリフレクションに関する研究は着実に学会等で発
表され、その研究の実践報告がされているととらえ
られる。
　原著論文においても145件と全体の３割弱を占め
ており、2012年や2014年は30件以上の文献が発表さ
れており、その研究成果が蓄積されつつあるととら
えられる。
　リフレクションに関する文献を研究対象別に見る
と、看護師を対象としたものが全体の約５割を占め
ており、看護師を対象としてリフレクションに関す
る研究がすすんでおり、看護教員・指導者を対象と
したものと学生を対象としたものがそれぞれ全体の
1/4であることがわかる（図４）。しかし、研究対



― 13 ―

象別・文献種類別の数からは、看護師を対象とした
文献は解説・特集が多く、原著論文と会議録を合わ
せた数は、研究対象別で大きな差は見られていない
ことがわかった。原著論文に関しては、看護師を対
象とした文献と学生を対象にした文献数はほぼ同じ
であることもわかった（図５）。
　研究対象別の文献数の年次推移では、2007年およ
び2009年に文献数が多いのは、看護教員・指導者を
対象とした文献が多いことが理由であり、2012年お
よび2014年に文献数が多いのは、看護師を対象とし
た文献数が多いことが理由であることが読み取れた
（図１、６）。

２　看護教員・指導者を研究対象としたリフレク
ションに関する研究における現状と課題

　「看護教員・指導者」を研究対象とした文献144
件は、前述のとおり看護におけるリフレクションの
文献の全体の約1/4であったが、種類別では会議録
の割合が多いことがわかる（図７）。今回、会議録
の文献については詳細に分析していないが、その数
から出典を見ると、ほとんどが学会誌であると考え
られる（図８）。また、会議録96件のうち、論文の
タイトルに、「授業リフレクション」ということば
を含むものは約８割であり、学会等で発表がされて
いるものの多くは、「授業リフレクション」に関す
る研究の実践報告であるととらえられた。筆者も授
業リフレクションに関する学会発表を数回行ってい
るが、論文にまとめることができたのがそのうちの
３件5）6）7）であった。学会等での発表は抄録までで
あり、内容が充分に把握できないこともあり、今後
は論文にあらわし、研究成果を広く示し蓄積してい
くことが求められると考える。
　次に、「看護教員・指導者」を研究対象とした原
著論文23件について考察する。
 「看護教員・指導者」を研究対象とした原著論文
は1998年から発表されており、2014年まででほぼ毎
年発表されていたことがわかった。論文のタイトル
に「リフレクション」ということばが含まれている
ものが18件であったが、原著論文の中に「リフレク
ション」についての定義がされているものは11件で
あった。また、「リフレクション」についての定義
がされていないものが12件であり、定義されている
ものにおいてもその内容は一律ではなかった。「リ
フレクション」に関しては、著者により説明の用

語や項目に大きな違いがあることが以前から指摘さ
れている8）。現状においても、定義がないものも比
較的多いため、今後、原著論文においては、著者の
立場や前提を明確していくことが必要であると考え
る。
 　また、タイトルに「授業リフレクション」とあ
らわされているものが９件あり、その定義は「授業
者自身の経験や内面過程に注目した授業研究方法」
9）10）としていた。教育学で用いられている授業研究
方法を看護教育においても用いたものであり、教え
る人としての経験から学ぶことを重要視しているこ
とが読み取れた。看護教員・指導者を対象とした原
著論文23件中、「授業リフレクション」と表されて
いる原著論文は９件と39％を占めており、また会議
録の文献の79%が授業リフレクションとあらわして
いたことからも、看護教員・指導者を対象としたリ
フレクションの研究では重要な位置を占めていると
考えられる。
　出典は、看護大学・看護短期大学・看護専門学校
の紀要が23件中16件と70%であったことから、看護
教員自身が看護教員を対象に研究をしていることが
推測される。研究目的においても、教員の経験を明
らかにすることやその役割を構造化するなどであ
り、看護教員自身が教えることについての経験をリ
フレクションすることやその役割を確認していくこ
とは極めて重要であると考えられる。
　リフレクションの内容は、学内の講義にとどまら
ず、実習指導のものが1/3をしめていたことは臨地
実習が重要な看護教育の特徴と一致していると考え
られた。実習指導は教員だけでなく臨床の指導者の
役割も大きく、指導者を対象とした文献ももちろん
含まれており、今後は看護教員と指導者が協同して
リフレクションを行うことも大切だと考えられた。
　データ収集方法は、自由記述、カード構造化法
11）12）、半構成的面接・インタビュー、事例、内観
記録13）などであり、そのほとんどが質的データ収
集であった。リフレクションでは対象の経験や内面
過程、経験のプロセスをデータとするために、必然
的に質的な研究デザインになると考えられる。分析
方法もデータ収集にあわせたものになっていたこと
が確認できた。
　研究結果からは、それぞれの研究目的に応じた結
果が示されていたと考える。看護教員・指導者とし
ての自己の気づき、授業改善の手がかり、授業リフ
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表1　看護教員を対象としたリフレクション研究に関する文献一覧

番
号 著者 タイトル 出典 研究目的

リフレクションの
定義

1

永井睦子,岩波
美和(2014).

看護教員の授業リフレクションに関す
る研究　看護教育実習における教育
実習生と指導教員の経験

川崎市立看護短期
大学紀要.19(1).11-
19.

看護教育実習において、講義法による授業を実施した教育
実習生とその指導を担当した指導教員が、授業をデザインし
実施する過程でどのようなことを経験したのかを明らかにす
る。

授業リフレクション:授
業者自身経験や内面
過程に注目した授業
研究方法

2

采澤陽子,大澤
妙子,冨澤 美幸
(2013)

半構成的面接法を取り入れた教員の
関わりの分析　実習に対する強い不
安感を抱いた学生への指導法の検討

足利短期大学研究
紀要 32(1) .7-12.

基礎看護学実習においてG教員が受け持った学生6名に対
し、半構成的面接法による実習への不安を表現していた学
生Fに焦点を当て、教員のかかわりの構成要素を分析した。
今回、実習に対する不安の強い学生への指導の一助とす
る。

なし

3

生田晴美,杉山
典子,大石 美沙
都.(2011)

看護教員と実習指導者のリフレクションから
明らかとなったこと　臨地実習指導における
連携・協働への一歩に向けて

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要．
16．41-44.

実習指導のリフレクションでを行い、実習指
導者および看護教員の経験を明らかにす
る。

なし

4

関義和,福田 里美,伊
藤 幸子,石川 智子,福
石 牧子.(2011)

実習指導におけるリフレクションの有
用性　2回のカード構造化法による意
識の変化から

神奈川県立よこは
ま看護専門学校紀
要.7.53-58.

リフレクションょ行ったことで、教員にとってど
のような影響がみられたのかを明らかにす
る。

なし

5

玉井 和子
(2011)

インタビューによる看護教員の授業リ
フレクションの研究　授業(演習)にお
ける学生との関わりを通して

日本看護学会論文
集: 看護教育.
41.135-137.

医療安全教育の授業(模擬患者参加型演習)
にファシリテーターとして関わった経験を明ら
かにする。

なし

6

平塚 厚子,朝倉 由美,
鎌田 廣子, 石橋 佳
子, 梅崎 正江, 徳本
弘子(2011)

臨地実習カンファレンスの指導過程に
おける教員の役割の構造化　対話的
リフレクションを活用して(後編)

看護展望.
36(3).0329-0333.

各カテゴリー間の関係性について検討し、教
員の役割の構造化を図る。

対話的リフレク
ション　事例検
討のプロセス

7

平塚 厚子,朝倉 由美,
鎌田 廣子, 石橋 佳
子, 梅崎 正江, 徳本
弘子(2011)

臨地実習カンファレンスの指導過程に
おける教員の役割の構造化　対話的
リフレクションを活用して(前編)

看護展望
36(1).0082-0087.

臨地実習カンファレンスの指導課程における
教員の役割について明らかにする。

対話的リフレク
ション　事例検
討のプロセス

8

平田 明美ほか
(2010)

実習指導者育成における研修のあり
方　神気性評定尺度を用いた研修効
果の検討

看護管理.
20(7).608-609.

2007年度に実施した研修会前後の参加者の
心の持ちようや実習指導に対する感じ・思い
を明らかにする

なし

9

森岡優子,内田
桃子.(2009)

精神看護学教員の臨地研修における
リフレクション　教員の自己教育向上
をめざして

湘南短期大学紀要.
20.1-10.

教員の臨地研修場面をリフレクションする過
程で、自己課題を明確にし、教員及び学生の
自己教育力を向上させるための示唆を得る。

実践の中で生じる気にかかる現象を

きっかけにして、自身の行為や行為の

中で知っていることを振り返り、行動

の行き詰まりに対応する過程。及び事

後に実践の中での過程を振り返り概

念の見方の変化や具体的課題を明ら

かにする過程

10

高坂彰,永井睦子,
宮河いづみ,目黒
悟.(2009)

授業リフレクションにおけるプロンプターの
経験　学校全体で看護教員同士が授業リフ
レクションを行っていくことの意義

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要．
14．26-30．

授業リフレクションでのプロンプターの経験を明らかにする。
学校全体で看護教員同士が授業リフレクションを行っていく
ことの意義について考察する。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

11

天下井深雪,佐藤
文子,永井睦
子.(2009)

ユニフィケーション活動による共同授
業の学習効果を考える　学生の感想
と授業リフレクションの分析から

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要．
14．21-25．

ユニフィケーション活動における協働授業の
学生への学習効果と教員の経験を明らかに
する。

なし

12

青木 早苗, 尾
原 喜美子
(2008)

ターミナル期のがん患者を受け持つ
看護学生を指導する実習指導者のゆ
らぎ

高知大学看護学会
誌.2(1).3-13.

ターミナル期のがん患者を受け持つ看護学生を指
導する実習指導者のゆらぎの要因を明らかにし、実
習指導を高める方法の示唆を得る。

なし

13

佐藤 由理子,
前澤 尚子
(2008)

カード構造化法による精神看護学実
習指導の授業リフレクション

日本看護学会論文
集: 看護教育
38.156-15.

精神看護学実習指導を授業リフレクション
し、教員自身がどのように実習指導を見てい
るのか、その見方を明らかにする.。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法

14

名倉順子,永井
睦子.(2007)

カード構造化法によるユニフィケー
ション活動の振り返り

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要.
13.14-17.

ユニフィケーション活動での体験を明らかに
する。

なし

15

永井睦子,斉田まち
子,樋渡明美,高坂彰,
目黒悟.(2007)

授業リフレクションの導入による看護
教員の経験　授業評価から授業リフレ
クションへ

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要.
13.1-8.

授業リフレクションでの授業者の経験およひ
参加者の経験を明らかにする。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

16

永井睦子,堀金幸
栄,池田瑞穂,目黒
悟.(2007)

カード構造化法による看護教員の授
業リフレクションに関する研究

日本看護学教育学
会誌.16(2).27-34

授業リフレクションは看護教員にとってどのような経験であっ
たのか、その過程を明らかにし、看護教員が授業をリフレク
ションすることが看護教育においてどのような意味を持つの
かについて考察する。

授業リフレクション：授業者自身の経

験や内面過程に注目した授業研究方

法。授業の中で授業者と学生との相

互のかかわりにおいて起きていたこと

を、授業者自身が振り返り、自分の言

葉で明らかにすることである

17

齋藤理恵子,目黒会
津子，合津順子,沼井
智子,古賀万美子,目
黒悟.(2006)

自分と向き合ってつくる授業　授業リ
フレクションを取り入れた授業研究会
の活動を通して

神奈川県立よこは
ま看護専門学校紀
要.3.2-55.

2年間の授業研究会の活動を通して,メンバー
として参加した教員が得たことを明らかにす
る。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

18

佐野順子,小久保春
江,高橋美代子,足澤
紀子.(2006)

「看護医療事故の模擬体験から看護
教員が得たこと」の検証

全国自治体病院協
議会雑誌.
45(4).120-124.

看護医療事故の模擬体験で看護教員が得
たものから模擬体験の効果と意義を明らか
にする。

なし

19

池谷千佳(2005) 教師のリフレクションによる授業の改
善

神奈川県立保健福祉
大学実践教育センター
看護教育研究集録
30.45-52.

看護教員のリフレクションによる授業の改善
効果を検討する。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

20

田邉 三千世, 早川 み
つほ, 八ツ橋 のぞみ,
吉田 礼子(2003)

新カリキュラムに基づく教育の評価
(第2報)カリキュラム評価と授業リフレ
クション経過報告

神奈川県立看護専
門学校紀要4.11-
24.

新カリキュラムに基づくカリキュラム評価と授
業リフレクションの経過をまとめる。

なし

21

永井睦子, 高橋
永呼(2003)

看護教員研修における授業研究とそ
の意義　仲間との共同による差異化と
リフレクション

神奈川県立看護教
育大学校紀要.
26.1-8.

授業リフレクションによる看護教員研修にお
ける受講者の学びを明らかにする。

なし

22

辰巳理恵(2001) 臨地実習における指導者の関わり　リ
フレクションのプロセスをとおしての見
方の変化

神奈川県立看護教育
大学校看護教育研究
集録27.107-113.

臨地実習における指導者の関わり場面に焦点をあ
て、指導者としての自己のあり方を探究し、臨地実
習における教育的かかわりの構造を明らかにする。

なし

23

吉村恵美子
(1998)

教師がリフレクションをする意味につ
いて　成人看護学「呼吸機能障害患
者の看護」の授業展開を振り返って

神奈川県立看護教
育大学校紀要.
21.1-7.

授業で気になった場面を振り返り、教師はど
のような葛藤を持っているのか、何に価値を
持っているかを明らかにする。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

※　文献から著者が抽出する

研究対象 データ収集方法 分析方法 結果

教員1名・教育
実習生1名

カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

授業リフレクションにより教育実習生は、看護について問い続ける必要性や教材研究など、大切
な視点を明確にすることができていた。指導教員は、教育実習生の気持ちを受け止め、より具体
的な授業準備について指導することの大切さを確認できていた。

教員1名・学生
1名

半構成的面接、録
音・逐語録

Gibbsのリフレクショ
ンサイクルモデルを
参考に分析

不安を強く訴える学生に対してGibbsのリフレクションサイクル<表現:語る・記述する><感情>を意
識した教員のかかわりが有効であった。学生の"実習課題-なりたい自分"を教員が理解し、その
実現のために学生の話を聴くことの重要性を感じた。

教員2名・指導
者6名

イメージマップ・自
由記述

記述内容の整理・類
似性により分類

実習指導者と看護教員の経験を意味づける機会となり気づきから今後の実習指導を考えるきっ
かけとなっている。また、実習指導者と看護教員相互の理解が深まることが分かった。

教員18名 カード構造化法後
の自由記述

記述内容の類似性で
カテゴリー化

自覚と気づき、アサーション、実習指導の方向性、整理のカテゴリーが抽出され、1回目は反省的
な言葉が多かったが、2回目にはその後の実習指導への足がかりを見出していた。授業リフレク
ションを繰り返し行うことで教員自身に意識の変化が起きていた。

看護教員5名 半構成的インタ
ビュー

語られた内容を質的
帰納的に分析、カテ
ゴリー化

【授業者として学生の直接体験の把握】【授業者として関わりの方向性を考える】【学生の直接体
験への支援的意味づけ】【授業者として授業(演習)の気づきと発見】というカテゴリーが抽出され
た。

看護教員6名 事例から対話的リ
フレクションの後
カードに記述する

カテゴリーの構造化 4つのカテゴリーを構造化し、カンファレンス準備段階における教員の役割、と実践段階における
教員の役割について構造化した。

看護教員6名 事例から対話的リ
フレクションの後
カードに記述する

内容をKJ法で分析、
カテゴリー化する

1)カンファレンスに必要な内容を提示する。2)学生が患者をどこまで理解しているか把握し、臨床
指導者との連携を図る。3)実習の時期に見合ったテーマの設定であるかを確認する。4)司会をサ
ポートし、学生の思考を助ける発問をし、考える時間を待つ、この4つのカテゴリーが得られた。

指導者22名 「神気性評定尺
度」(SRS)

「心の持ちようや実
習指導に対する感
じ・思い」を分析

「意欲」「意味感」「自覚」の得点が研修後に有意に上昇しており、研修会への参加により実習指
導における自身の意識を実感し、役割遂行への思いや存在意義を見出そうとする方向に変化し
ていることが窺えた。

教員2名 臨地研修中の気になっ
た場面と会話記録を書き
とめてもらい、臨地研修
後リフレクションした。

リフレクションを構成
要素である九つのカ
テゴリーに分類

自己課題を明確にするためには、事実状況と自己対話をありのままに記述・表現してゆくことが
重要であった。リフレクションは、自己教育力の基盤となる自身や主体性についての自己点検に
繋がった。

教員3名 自由記述 記述内容の整理 プロンプターの経験は三者三様であったが、「授業者が自分の言葉で語れること」を第一に考えリ
フレクションを進めている点では共通していた。自身の看護観・授業観に立ち戻る貴重な機会と
なっていた。

学生78名の感想、
教員1名・看護師１
名のリフレクションの
経験

学生の感想・自由
記述
カード構造化法

内容の類似性により
カテゴリー化、
質的分析

「授業の質の向上」「臨床で実践している看護師の学生理解の促進」「臨場感ある授業の展開」
「学生の学習意欲の向上」「看護技術力の向上」「臨床で実践している看護師の自己効力の向
上」などの効果が期待できることが分かった。

指導者10名 半構成的面接 ゆらぎの内容を取り出
し、質的帰納的に分析、
カテゴリー化

指導者のゆらぎを構成する【今どきの学生への困惑】【ケアの難しさと限界】【ケアを判断し、指導
する困難さ】【指導者としての自信のなさと能力不足】【看護師としての未熟さ】の5つのコアカテゴ
リーを抽出した。

看護教員1名 カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

「学生はよくがんばったし、私もよくがんばった」と全体の印象を肯定的に捉えた。印象カードを中
心に両側に共通して出ていたラベルは「学生への信頼」であった。「学生への信頼」と「待つ・忍
耐」、「待つ・忍耐」と印象カードは原因と結果の関係であった。

教員1名 カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

(1)ユニフィケーション活動による看護実践では高齢者の持っている力を大切にしたい、活用した
いと思って実践していることがわかった。(2)ユニフィケーション活動の体験は授業で活用すること
ができ、看護師として関わった実際を学生に伝えられるということがわかった。

教員
授業者3名・参
観者17名

自由記述 内容の類似性により
カテゴリー化

授業者は「学生の反応」「授業者のとらえ方のズレ」「新しい気づき」「指摘を受けない感覚」「肯定
的な感情」「安心感」などがあった。参加者は、「プラスのストローク」「今まで」「わかったこと」「参
加したときの感じ」「自分の授業を考える」などがあった。

教員1名 カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

授業者は自分の言葉を手がかりに、自分自身の授業に対する感情や気がかりを自覚し、自分が
目指す授業改善の方向性や自分が授業で大切にしていることを明確にすることができた。

新任教員5名 自由記述 記述内容を類似性で
分類・カテゴリー化

教員が得たことは,「新たな自己の発見」「新たにみえた学生の姿」「ねがい」「脱ぐリスクより得たも
のは大きい」「永遠のテーマ」であった.授業リフレクションで新たな自己を発見7することにつなが
り,授業の再構築や次時の授業改善につながることがわかった。

教員14名 リフレクションシー
ト

内容の類似性により
カテゴリー化、
質的分析

1)自己の客観視.2)転倒要因の把握と予防の必要性を実感.3)模擬体験という教育技法からの気
づき.4)模擬体験のつらさ.5)判断の危うさを自覚.6)相手の立場にたって感じ取る体験の6つのカテ
ゴリーが抽出された.

看護教員1名 自由記述・授業記
録

マイクロティーチングから模擬授業,本番授業へと至る過程で、他者評価や授業リフレクションを繰
り返しながら教育実践を行うことで,教育的意義や課題の意識化がなされ,授業の改善に効果的で
あることが示唆された

看護教員 教員の記述 記述内容の整理 授業の中で起きていた事実から離れずに意見交換でき、その中から自分の授業を振り返り気づ
きを得ることができていた。

看護教員10名 自由記述アンケー
ト・レポート

記述内容の整理・類
似性により分類カテ
ゴリー化

「授業を振り返ることからの学び」「授業観・授業デザインを考える」「グループでの意見交換」「講
師・アドバイザーのかかわりからの学び」「カード構造化法の経験」が抽出され、率直な意見交換
や安心できる雰囲気で自分の授業を振り返ることで、自分の経験を自らが意味づけることの重要
性が確認された。

指導者1名 逐語記録・内観記
録

内観記録分析、中心
的意味の抽出・構造
化

学生のおもいに支えられ実習を展開している部分、自分の看護観・役割意識に苛まれ、相互関
係の中で揺れ動きながら実習を展開している部分が見えた。自分で知り・評価し・考察して自己
承認する体験=リフレクションが有効であることがわかった。

看護教員1名 内観記録 内観記録分析、中心
的意味の抽出・構造
化

看護婦としての成長、主体性、自己の明確な表現、自尊感情が高まることを重要視していた。学
生のニーズを重要視しそれによって修正し、看護の展開においては基本的な知識、現象を意味
づけていくことを重要視していることが明らかになった。
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表1　看護教員を対象としたリフレクション研究に関する文献一覧

番
号 著者 タイトル 出典 研究目的

リフレクションの
定義

1

永井睦子,岩波
美和(2014).

看護教員の授業リフレクションに関す
る研究　看護教育実習における教育
実習生と指導教員の経験

川崎市立看護短期
大学紀要.19(1).11-
19.

看護教育実習において、講義法による授業を実施した教育
実習生とその指導を担当した指導教員が、授業をデザインし
実施する過程でどのようなことを経験したのかを明らかにす
る。

授業リフレクション:授
業者自身経験や内面
過程に注目した授業
研究方法

2

采澤陽子,大澤
妙子,冨澤 美幸
(2013)

半構成的面接法を取り入れた教員の
関わりの分析　実習に対する強い不
安感を抱いた学生への指導法の検討

足利短期大学研究
紀要 32(1) .7-12.

基礎看護学実習においてG教員が受け持った学生6名に対
し、半構成的面接法による実習への不安を表現していた学
生Fに焦点を当て、教員のかかわりの構成要素を分析した。
今回、実習に対する不安の強い学生への指導の一助とす
る。

なし

3

生田晴美,杉山
典子,大石 美沙
都.(2011)

看護教員と実習指導者のリフレクションから
明らかとなったこと　臨地実習指導における
連携・協働への一歩に向けて

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要．
16．41-44.

実習指導のリフレクションでを行い、実習指
導者および看護教員の経験を明らかにす
る。

なし

4

関義和,福田 里美,伊
藤 幸子,石川 智子,福
石 牧子.(2011)

実習指導におけるリフレクションの有
用性　2回のカード構造化法による意
識の変化から

神奈川県立よこは
ま看護専門学校紀
要.7.53-58.

リフレクションょ行ったことで、教員にとってど
のような影響がみられたのかを明らかにす
る。

なし

5

玉井 和子
(2011)

インタビューによる看護教員の授業リ
フレクションの研究　授業(演習)にお
ける学生との関わりを通して

日本看護学会論文
集: 看護教育.
41.135-137.

医療安全教育の授業(模擬患者参加型演習)
にファシリテーターとして関わった経験を明ら
かにする。

なし

6

平塚 厚子,朝倉 由美,
鎌田 廣子, 石橋 佳
子, 梅崎 正江, 徳本
弘子(2011)

臨地実習カンファレンスの指導過程に
おける教員の役割の構造化　対話的
リフレクションを活用して(後編)

看護展
望.36(3).0329-0333.

各カテゴリー間の関係性について検討し、教
員の役割の構造化を図る。

対話的リフレク
ション　事例検
討のプロセス

7

平塚 厚子,朝倉 由美,
鎌田 廣子, 石橋 佳
子, 梅崎 正江, 徳本
弘子(2011)

臨地実習カンファレンスの指導過程に
おける教員の役割の構造化　対話的
リフレクションを活用して(前編)

看護展望
36(1).0082-0087.

臨地実習カンファレンスの指導課程における
教員の役割について明らかにする。

対話的リフレク
ション　事例検
討のプロセス

8

平田 明美ほか
(2010)

実習指導者育成における研修のあり
方　神気性評定尺度を用いた研修効
果の検討

看護管理.
20(7).608-609.

2007年度に実施した研修会前後の参加者の
心の持ちようや実習指導に対する感じ・思い
を明らかにする

なし

9

森岡優子,内田
桃子.(2009)

精神看護学教員の臨地研修における
リフレクション　教員の自己教育向上
をめざして

湘南短期大学紀要.
20.1-10.

教員の臨地研修場面をリフレクションする過
程で、自己課題を明確にし、教員及び学生の
自己教育力を向上させるための示唆を得る。

実践の中で生じる気にかかる現象を

きっかけにして、自身の行為や行為の

中で知っていることを振り返り、行動

の行き詰まりに対応する過程。及び事

後に実践の中での過程を振り返り概

念の見方の変化や具体的課題を明ら

かにする過程

10

高坂彰,永井睦子,
宮河いづみ,目黒
悟.(2009)

授業リフレクションにおけるプロンプターの
経験　学校全体で看護教員同士が授業リフ
レクションを行っていくことの意義

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要．
14．26-30．

授業リフレクションでのプロンプターの経験を明らかにする。
学校全体で看護教員同士が授業リフレクションを行っていく
ことの意義について考察する。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

11

天下井深雪,佐藤
文子,永井睦
子.(2009)

ユニフィケーション活動による共同授
業の学習効果を考える　学生の感想
と授業リフレクションの分析から

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要．
14．21-25．

ユニフィケーション活動における協働授業の
学生への学習効果と教員の経験を明らかに
する。

なし

12

青木 早苗, 尾
原 喜美子
(2008)

ターミナル期のがん患者を受け持つ
看護学生を指導する実習指導者のゆ
らぎ

高知大学看護学会
誌.2(1).3-13.

ターミナル期のがん患者を受け持つ看護学生を指
導する実習指導者のゆらぎの要因を明らかにし、実
習指導を高める方法の示唆を得る。

なし

13

佐藤 由理子,
前澤 尚子
(2008)

カード構造化法による精神看護学実
習指導の授業リフレクション

日本看護学会論文
集: 看護教育
38.156-15.

精神看護学実習指導を授業リフレクション
し、教員自身がどのように実習指導を見てい
るのか、その見方を明らかにする.。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法

14

名倉順子,永井
睦子.(2007)

カード構造化法によるユニフィケー
ション活動の振り返り

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要.
13.14-17.

ユニフィケーション活動での体験を明らかに
する。

なし

15

永井睦子,斉田まち
子,樋渡明美,高坂彰,
目黒悟.(2007)

授業リフレクションの導入による看護
教員の経験　授業評価から授業リフレ
クションへ

神奈川県立平塚看
護専門学校紀要.
13.1-8.

授業リフレクションでの授業者の経験およひ
参加者の経験を明らかにする。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

16

永井睦子,堀金幸
栄,池田瑞穂,目黒
悟.(2007)

カード構造化法による看護教員の授
業リフレクションに関する研究

日本看護学教育学
会誌.16(2).27-34

授業リフレクションは看護教員にとってどのような経験であっ
たのか、その過程を明らかにし、看護教員が授業をリフレク
ションすることが看護教育においてどのような意味を持つの
かについて考察する。

授業リフレクション：授業者自身の経

験や内面過程に注目した授業研究方

法。授業の中で授業者と学生との相

互のかかわりにおいて起きていたこと

を、授業者自身が振り返り、自分の言

葉で明らかにすることである

17

齋藤理恵子,目黒会
津子，合津順子,沼井
智子,古賀万美子,目
黒悟.(2006)

自分と向き合ってつくる授業　授業リ
フレクションを取り入れた授業研究会
の活動を通して

神奈川県立よこは
ま看護専門学校紀
要.3.2-55.

2年間の授業研究会の活動を通して,メンバー
として参加した教員が得たことを明らかにす
る。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

18

佐野順子,小久保春
江,高橋美代子,足澤
紀子.(2006)

「看護医療事故の模擬体験から看護
教員が得たこと」の検証

全国自治体病院協
議会雑誌.
45(4).120-124.

看護医療事故の模擬体験で看護教員が得
たものから模擬体験の効果と意義を明らか
にする。

なし

19

池谷千佳(2005) 教師のリフレクションによる授業の改
善

神奈川県立保健福祉
大学実践教育センター
看護教育研究集録
30.45-52.

看護教員のリフレクションによる授業の改善
効果を検討する。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

20

田邉 三千世, 早川 み
つほ, 八ツ橋 のぞみ,
吉田 礼子(2003)

新カリキュラムに基づく教育の評価
(第2報)カリキュラム評価と授業リフレ
クション経過報告

神奈川県立看護専
門学校紀要4.11-
24.

新カリキュラムに基づくカリキュラム評価と授
業リフレクションの経過をまとめる。

なし

21

永井睦子, 高橋
永呼(2003)

看護教員研修における授業研究とそ
の意義　仲間との共同による差異化と
リフレクション

神奈川県立看護教
育大学校紀要.
26.1-8.

授業リフレクションによる看護教員研修にお
ける受講者の学びを明らかにする。

なし

22

辰巳理恵(2001) 臨地実習における指導者の関わり　リ
フレクションのプロセスをとおしての見
方の変化

神奈川県立看護教育
大学校看護教育研究
集録27.107-113.

臨地実習における指導者の関わり場面に焦点をあ
て、指導者としての自己のあり方を探究し、臨地実
習における教育的かかわりの構造を明らかにする。

なし

23

吉村恵美子
(1998)

教師がリフレクションをする意味につ
いて　成人看護学「呼吸機能障害患
者の看護」の授業展開を振り返って

神奈川県立看護教
育大学校紀要.
21.1-7.

授業で気になった場面を振り返り、教師はど
のような葛藤を持っているのか、何に価値を
持っているかを明らかにする。

授業リフレクション:
授業の振り返りを
取り入れた授業研
究方法の総称

※　文献から著者が抽出する

研究対象 データ収集方法 分析方法 結果

教員1名・教育
実習生1名

カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

授業リフレクションにより教育実習生は、看護について問い続ける必要性や教材研究など、大切
な視点を明確にすることができていた。指導教員は、教育実習生の気持ちを受け止め、より具体
的な授業準備について指導することの大切さを確認できていた。

教員1名・学生
1名

半構成的面接、録
音・逐語録

Gibbsのリフレクショ
ンサイクルモデルを
参考に分析

不安を強く訴える学生に対してGibbsのリフレクションサイクル<表現:語る・記述する><感情>を意
識した教員のかかわりが有効であった。学生の"実習課題-なりたい自分"を教員が理解し、その
実現のために学生の話を聴くことの重要性を感じた。

教員2名・指導
者6名

イメージマップ・自
由記述

記述内容の整理・類
似性により分類

実習指導者と看護教員の経験を意味づける機会となり気づきから今後の実習指導を考えるきっ
かけとなっている。また、実習指導者と看護教員相互の理解が深まることが分かった。

教員18名 カード構造化法後
の自由記述

記述内容の類似性で
カテゴリー化

自覚と気づき、アサーション、実習指導の方向性、整理のカテゴリーが抽出され、1回目は反省的
な言葉が多かったが、2回目にはその後の実習指導への足がかりを見出していた。授業リフレク
ションを繰り返し行うことで教員自身に意識の変化が起きていた。

看護教員5名 半構成的インタ
ビュー

語られた内容を質的
帰納的に分析、カテ
ゴリー化

【授業者として学生の直接体験の把握】【授業者として関わりの方向性を考える】【学生の直接体
験への支援的意味づけ】【授業者として授業(演習)の気づきと発見】というカテゴリーが抽出され
た。

看護教員6名 事例から対話的リ
フレクションの後
カードに記述する

カテゴリーの構造化 4つのカテゴリーを構造化し、カンファレンス準備段階における教員の役割、と実践段階における
教員の役割について構造化した。

看護教員6名 事例から対話的リ
フレクションの後
カードに記述する

内容をKJ法で分析、
カテゴリー化する

1)カンファレンスに必要な内容を提示する。2)学生が患者をどこまで理解しているか把握し、臨床
指導者との連携を図る。3)実習の時期に見合ったテーマの設定であるかを確認する。4)司会をサ
ポートし、学生の思考を助ける発問をし、考える時間を待つ、この4つのカテゴリーが得られた。

指導者22名 「神気性評定尺
度」(SRS)

「心の持ちようや実
習指導に対する感
じ・思い」を分析

「意欲」「意味感」「自覚」の得点が研修後に有意に上昇しており、研修会への参加により実習指
導における自身の意識を実感し、役割遂行への思いや存在意義を見出そうとする方向に変化し
ていることが窺えた。

教員2名 臨地研修中の気になっ
た場面と会話記録を書き
とめてもらい、臨地研修
後リフレクションした。

リフレクションを構成
要素である九つのカ
テゴリーに分類

自己課題を明確にするためには、事実状況と自己対話をありのままに記述・表現してゆくことが
重要であった。リフレクションは、自己教育力の基盤となる自身や主体性についての自己点検に
繋がった。

教員3名 自由記述 記述内容の整理 プロンプターの経験は三者三様であったが、「授業者が自分の言葉で語れること」を第一に考えリ
フレクションを進めている点では共通していた。自身の看護観・授業観に立ち戻る貴重な機会と
なっていた。

学生78名の感想、
教員1名・看護師１
名のリフレクションの
経験

学生の感想・自由
記述
カード構造化法

内容の類似性により
カテゴリー化、
質的分析

「授業の質の向上」「臨床で実践している看護師の学生理解の促進」「臨場感ある授業の展開」
「学生の学習意欲の向上」「看護技術力の向上」「臨床で実践している看護師の自己効力の向
上」などの効果が期待できることが分かった。

指導者10名 半構成的面接 ゆらぎの内容を取り出
し、質的帰納的に分析、
カテゴリー化

指導者のゆらぎを構成する【今どきの学生への困惑】【ケアの難しさと限界】【ケアを判断し、指導
する困難さ】【指導者としての自信のなさと能力不足】【看護師としての未熟さ】の5つのコアカテゴ
リーを抽出した。

看護教員1名 カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

「学生はよくがんばったし、私もよくがんばった」と全体の印象を肯定的に捉えた。印象カードを中
心に両側に共通して出ていたラベルは「学生への信頼」であった。「学生への信頼」と「待つ・忍
耐」、「待つ・忍耐」と印象カードは原因と結果の関係であった。

教員1名 カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

(1)ユニフィケーション活動による看護実践では高齢者の持っている力を大切にしたい、活用した
いと思って実践していることがわかった。(2)ユニフィケーション活動の体験は授業で活用すること
ができ、看護師として関わった実際を学生に伝えられるということがわかった。

教員
授業者3名・参
観者17名

自由記述 内容の類似性により
カテゴリー化

授業者は「学生の反応」「授業者のとらえ方のズレ」「新しい気づき」「指摘を受けない感覚」「肯定
的な感情」「安心感」などがあった。参加者は、「プラスのストローク」「今まで」「わかったこと」「参
加したときの感じ」「自分の授業を考える」などがあった。

教員1名 カード構造化法 カード構造化法の分
析手順に則った方法

授業者は自分の言葉を手がかりに、自分自身の授業に対する感情や気がかりを自覚し、自分が
目指す授業改善の方向性や自分が授業で大切にしていることを明確にすることができた。

新任教員5名 自由記述 記述内容を類似性で
分類・カテゴリー化

教員が得たことは,「新たな自己の発見」「新たにみえた学生の姿」「ねがい」「脱ぐリスクより得たも
のは大きい」「永遠のテーマ」であった.授業リフレクションで新たな自己を発見7することにつなが
り,授業の再構築や次時の授業改善につながることがわかった。

教員14名 リフレクションシー
ト

内容の類似性により
カテゴリー化、
質的分析

1)自己の客観視.2)転倒要因の把握と予防の必要性を実感.3)模擬体験という教育技法からの気
づき.4)模擬体験のつらさ.5)判断の危うさを自覚.6)相手の立場にたって感じ取る体験の6つのカテ
ゴリーが抽出された.

看護教員1名 自由記述・授業記
録

マイクロティーチングから模擬授業,本番授業へと至る過程で、他者評価や授業リフレクションを繰
り返しながら教育実践を行うことで,教育的意義や課題の意識化がなされ,授業の改善に効果的で
あることが示唆された

看護教員 教員の記述 記述内容の整理 授業の中で起きていた事実から離れずに意見交換でき、その中から自分の授業を振り返り気づ
きを得ることができていた。

看護教員10名 自由記述アンケー
ト・レポート

記述内容の整理・類
似性により分類カテ
ゴリー化

「授業を振り返ることからの学び」「授業観・授業デザインを考える」「グループでの意見交換」「講
師・アドバイザーのかかわりからの学び」「カード構造化法の経験」が抽出され、率直な意見交換
や安心できる雰囲気で自分の授業を振り返ることで、自分の経験を自らが意味づけることの重要
性が確認された。

指導者1名 逐語記録・内観記
録

内観記録分析、中心
的意味の抽出・構造
化

学生のおもいに支えられ実習を展開している部分、自分の看護観・役割意識に苛まれ、相互関
係の中で揺れ動きながら実習を展開している部分が見えた。自分で知り・評価し・考察して自己
承認する体験=リフレクションが有効であることがわかった。

看護教員1名 内観記録 内観記録分析、中心
的意味の抽出・構造
化

看護婦としての成長、主体性、自己の明確な表現、自尊感情が高まることを重要視していた。学
生のニーズを重要視しそれによって修正し、看護の展開においては基本的な知識、現象を意味
づけていくことを重要視していることが明らかになった。
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表 2 看護教員・指導者を研究対象とした原著論文  23 件 

  内容 件数 表 1の文献番号 

研究目的 

 

教員の経験を明らかにする 14 1 3 4 5 10 11 12 13 14 15 16 19 21 22 

教員の役割を構造化する 2 6  7 

教員が得たものを明らかにする 2 17 18 

教員の課題を明らかにする 1 9 

教育的なかかわりを構造化する 1 22 

学生指導の一助とする 1 2 

その他 2 8 20 

リフレクション

の定義 

なし 12 2 3 4 5 8 11 12 14 18 20 21 22  

あり 

☆授業リフレクション(授業研究方法) 
 

11 

(8) 
 

1 6 7 9 10 13 15 16 17 19 23 

1 10 13 15 16 17 19 23 

リフレクション

の内容 

講義法の授業 9 1 10 11 15 16 17 19 20 23 

実習指導 8 2 3 4 6 7 12 13 22 

研修 4 8 9 18 21 

演習 1 5 

ユニフィケーション 1 14 

データ収集方法 

  

質的データ収集

22 件 

自由記述 8 3 4 10 11 15 17 19 21 

カード構造化法 5 1 11 13 14 16 

半構成的面接・インタビュー 4 2 5 9 12  

事例 2 6  7 

内観記録 2 22 23 

リフレクションシート 1 18 

その他 4 3 8 20 22 

分析方法 内容の類似性でカテゴリー化 9 4 5 7 11 12 15 17 18 21 

カード構造化法 5 1 11 13 14 16 

記述内容の整理 4 3 10 19 20 

内観記録の整理 2 22 23 

尺度・得点 1 8 

その他 3 3 8 20 

結果 

(数はのべ数) 

看護教員指導者としての自己の気づき 8 1 9 15 16 17 18 19 21  

授業改善の手がかり 7 1 6 16 17 19 22 23  

授業リフレクションの重要性・意義 5 1 14 16 22 23 

経験を意味づける 4 3 10 12 13 

看護教員と実習指導者の変化・成長 4 3 8 11 12 

看護教員としての役割・意識の向上 3 2 4 5 

看護教員同士が学びあう姿勢 3 1 15 17 

看護教員として大切な視点を意識する 3 14 22 23 

看護教員と指導者が学びあう 2 3 11 
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レクションの重要性・意義、経験を意味づける、看
護教員と実習指導者の変化・成長、看護教員として
の役割・意識の向上など、いずれも看護教育におい
て重要な視点であると考えられる。これらの研究成
果は、看護教育実践において有用な知見であり、今
後その知見をもとに教育実践に生かしていくことが
課題であると考える。
　また、論文の中では、このような知見をもたらす
リフレクションや授業リフレクションを行う重要性
や意義を述べているものも多く見られた。学習者だ
けでなく、看護教員・指導者も成人の学習者14）と
して、自らについて批判的・省察的に学習し続ける
存在である。このような視点からもリフレクション
に関する研究をさらに継続し発展させいていくこと

が必要であり課題と考えられる。
　
Ⅵ　まとめ
　看護におけるリフレクションに関する国内文献の
1998～2015年の検索総数は536件であり、そのうち
「看護教員・指導者」を研究対象とした文献は144
件であった。会議録の占める割合が高いことから、
研究実践報告はされているが今後論文として研究成
果を公表していくことが課題と考えられた。また、
原著論文からとらえられた研究知見からは、リフレ
クションの定義を明確にし、看護教員・指導者も学
び続ける存在として今後リフレクションに関する研
究を継続していくことが課題であると考えられた。
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